













服 部 美 奈
Development of Religious Value for
Indonesian Muslim Children in Japan:
A Case Study of Voluntary Educational
Activities in Nagoya City
HATTORI Mina
Recently the increase of new-comer brings new questions to Japanese
schools. In Japanese public schools in general, there is no consideration
for their student’s religion. On the other hand, in Islamic countries the
Muslim children usually take a signiﬁcant quantity of religious education
at public school. The purpose of this study is hence to investigate how
Indonesian Muslim Children can develop their religious value in Japan,
especially in Nagoya City (capital of Aichi Prefecture). Even the objec-
tive of this study is limited to Indonesian Muslim Children, but I intend
to show the common educational issues for Muslim children living in
Japan.
From the short-term ﬁeld research, I found a considerable gap in
religious environment between Japan and Indonesia. This gap could be
expressed as follows: 1) The different stance of the national govern-
ments against religion; 2) the treatment of religious education in the
school systems; and, 3) the difference of social environment. Further-
more, it comes to clear that Indonesian Muslim children face to difﬁculty
at Japanese public schools in conjunction with the school lunch (halal
food), the fasting of Ramadan, the religious school events like Christmas,
Star Festival (Tanabata-matsuri), Doll’s Festival (Hina-matsuri), and so
on.
As a branch of the Indonesian Muslim Association in Japan, KMI
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Nagoya (Keluarga Muslim Indonesia Nagoya) created the religious edu-
cational environment for their Muslim children, by providing of volun-
tary activity of religious education at a mosque, as well as of religious
education on basis of an Indonesian distance education program (Pro-
gram Sekolah Dasar Jarak Jauh: SDJJ). Recently the distance education,
which is managed by FAHIMA (Indonesian Muslim Women Associa-
tion in Japan) and SDIT Fajar Hidayah (Sekolah Dasar Islam Terpadu
Fajar Hidayah; a private school in West Java), became to be the new







て 47.7%の増加となっている。2) 外国人登録者の国籍(出身地)数は 186か国






































の宗教についての統計をとっていないからである。桜井 (2003: 30–36) は
2000年末の時点で短期滞在者を除く 4万 2000人余りの在留外国人ムスリ
ムに、推定不法残留のムスリム人口 2万 1400人余りを加え、日本に在住す














シュ 11,015人、パキスタン 8,789人、マレーシア 7,910人、イラン 5,227
人、ナイジェリア 2,389人、トルコ 2,275人、エジプト 1,366人となってお
り、日本に在留する外国人ムスリムのなかで最大の集団はインドネシア人
であると考えていいだろう。7) また、在日インドネシア人の滞在資格をみる













全国 25,097人である。在留資格別にみると、‘留学’ の 1,609人は、q中
国、w韓国・朝鮮、eベトナム、rマレーシア、tタイ、yアメリカに















都 2,692人11)に次ぐ第 2位の数で、第 3位が静岡県の 2,165人12)である。つ
まり、静岡県と合わせると、在日インドネシア人は高い割合で東海地方に
集中していることがわかる。13) また、愛知県内のインドネシア人は、同県
のブラジル人 71,731人、韓国・朝鮮人 42,855人、中国人 31,041人、フィ




多い順にパキスタン 294人、バングラデシュ 236人、トルコ 208人、マ
レーシア 155人、イラン 147人、ナイジェリア 83人、エジプト 76人、ウ



























シアでは国家教育省管轄の一般学校系統 (‘スコラ sekolah’) と宗教省管
轄の宗教学校系統 (‘マドラサ madrasah’) という二元的な学校系統に特








































































































































Masyarakat Islam Indonesia; KMII) と呼ばれる。その他に、現在名古屋
市およびその近郊における在日インドネシア人の地域的イスラーム組織と
して、留学生・日本人配偶者などを中心とした名古屋インドネシア・ムス
リム協会 (Keluarga Muslim Indonesia Nagoya; KMI Nagoya、以下 KMI)、
主にインドネシア人研修生および就労者から構成される名古屋インドネシ
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て愛知県安城市の就労者を中心とするインドネシア・ムスリム協会 (Ikatan




















構成される 60名程の団体となっている。KMI の主な活動は、q ダアワ






































小学校段階の子どもに対しては “イクロ (Iqro’)”27) と呼ばれるクルアーン

















がある。名古屋モスクは 1999 年 7 月に設立され、現在の代表イマーム






取り上げたい。28) 教育活動は毎週土曜日の 11時半から 13時半までのおよ
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q 11:30～ 勉強会の最初に皆でバスマラ (basmala)29)を唱える。
w 11:30～11:45 礼拝のための浄めであるウドゥー (wudu)30)の練習。小
学生の子どもを中心に実際に水場で実践しながら母親と教師が教える
(写真 1)。
e 11:45～12:00 礼拝 (shalat)31)の練習。礼拝の形を順に進めながら暗
唱するアラビア語の章句を学習する(写真 2)。
r 12:00～12:25 “イクロ” によるアラビア文字とクルアーン読唱の学
習。1人ずつ個別に進度を確認しながら教える。進度は様々で最終に
近い第 5～6巻まで進んでいる子どももいる(写真 3)。















ア人ムスリマ組織であるファヒマ (FAHIMA: Forum Silaturahim Muslimah)
によって、母国の私立学校と連携する形で行われている。












組織内には q ダアワ部門(宗教講話会などの開催)、w 教育部門、e
社会部門、r 人的資本開発部門がある。遠隔教育プログラム (Program



















スラーム一般小学校 (Sekolah Dasar Islam Terpadu Fajar Hidayah: SDIT
Fajar Hidayah、以下 FH 小学校)である。FH 小学校はファジャル・ヒダ
ヤ財団(以下 FH 財団)によって 1999年に設立された学校であり、同地区
には FH 小学校の他、幼稚園と中学校も設立され、2004～2005年現在、  合
わせて 1,103人の児童・生徒(うち FH 小学校は 763人)が学んでいる。35)
また同地区の教職員数は 250人と、一般の公立学校や私立学校に比してか
なり恵まれた教育環境が提供されている。






FH 財団そのものの設立も 1998年と新しい。しかし 2006年現在、すで
にファジャル・ヒダヤ学校 5校の他、近隣の貧しい住民に対する地域住民
学習活動センター (Pusat Kegiatan Belajar Masyarakat: PKBM) やクル
アーン指導センター (Lembaga Bimbingan Qur’an: LBQ)、孤児院、イス
ラミックセンター (Bukit Sentul Islamic Centre, 在ボゴール)、クアラ・
ルンプール教員トレーニングセンター (Training Center Kuala Lumpur)
などを次々と設立している。
ファジャル・ヒダヤ学校 5校は、コタ・ウィサタ地区 (1999年設立) と
ボゴール市ブキット・スントゥル (Bukit Sentul) 地区 (2003年設立)、ブ
カシのデルタ・マス (Bekasi, Delta Mas)地区 (2005年設立)のほか、津波
被害に遭ったアチェ州バンダアチェ市パガール・アイル (Pagar Air, Banda
Aceh) 地区 (2005年設立) とアチェ・ブサール県ランパヤ (Lampaya, Aceh











料 500,000ルピア(=約 6,700円)、登録料 500,000ルピア(=約 6,700円)、
入学金 11,000,000ルピア(=約 146,700円)、授業料 (1学期) 400,000ルピ
ア(=約 5,300円)、食事代 160,000ルピア(=約 2,100円)、スクールバス代
130,000～300,000ルピア(=約 1,700～4,000円)37)であり、経済的に富裕層
の家庭以外、FH 学校へ入学させることはできない。しかし、施設が充実

















受講可能な科目は、q 数学、w インドネシア語、e 宗教科目(イスラー
































































ロジェクト ‘日本のインドネシア人社会’ 第 3回公開ワークショップ ‘日本に
おける暮らしの諸相―定住・結婚・教育’ (2006年 5月 27日、於: 神田外語
大学)において、‘中部地方におけるインドネシア人ムスリムコミュニティと宗
教教育 Community and Education of Indonesian Muslims in Chubu Area’ と題
して発表した原稿を加筆・修正したものである。
2) 法務省入国管理局ウェブサイト ‘平成 17年末現在における外国人登録者統計
について’ (http://www.moj.go.jp)。2006年 10月 28日採取。
3) ‘ニューカマー’ (新来外国人)は通常 1970年代以降、日本に居住するように
なった人々を称する呼称である。
4) ニューカマーの教育問題についてはこれまでに数多くの研究がなされている。
一例として、小島 (2006)、宮島・太田 (2005)、志水・清水 (2001)、太田 (2000)
などを参照のこと。
5) たとえば毎日新聞 2006年 2月 4日。
6) 日本のムスリム社会については、桜井 (2003)前掲書に詳しい。






8) これに加え、2006年 1月 1日現在、6,926人(男性 4,961人、女性 1,965人)の
インドネシア人不法残留者が推定されている。法務省入国管理局ウェブサイト










13) インドネシア人の中部地方への集中については (奥島 2006: 76)を参照のこ
と。
14) 他のイスラーム諸国会議機構加盟国をみると、国籍別に多い順にパキスタン
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750人、トルコ 731人、バングラデシュ 572人、マレーシア 441人、イラン 270
人、ウガンダ 151人、ナイジェリア 139人、アフガニスタン 117人、エジプト
90人、ウズベキスタン 76人、その他となっている。愛知県県民生活部国際課
ウェブサイト、前掲。2007年 2月 10日採取。
15) 愛知県県民生活部国際課ウェブサイト、前掲。2007年 2月 10日採取。

























20) 保護者とのインタビューによる (2006年 4月 28日)。








23) Pudjiastuti, Tri Nuke (2006), “The Role of Islamic Organization in Survival of
the Indonesian in Aichi Prefecture” (presentation paper at ICCI 2th workshop
“Indonesian migrants in international trends: Australia, East Asian NIEs, and
Japan,” February 4th 2006).
24) Tirtosudarmo, Riwanto (2006), “Indonesian Muslim Community in Chubu,
Japan” (presentation paper at ICCI 2th workshop “Indonesian migrants in
international trends: Australia, East Asian NIEs, and Japan,” February 4th 2006).
なお、KMI, UKMIN, IKMI など主として在留資格やエスニックに共通性が
あるメンバーが集まる組織とは別に、居住地や在留資格、エスニックなどの
違いを越えて在日インドネシア人相互の交流を図るために 2005 年、新たに




25) Pudjiastuti (2006), Op-cit.
26) 2006年 1月 29日。名古屋工業大学国際交流会館で 11:30～13:00に開催され
た。















30) ウドゥーの方法は、1) ウドゥーの意思表明をする、2) バスマラを唱える、
3) 両手を 3回洗う、4) 口を 3回すすぐ、5) 鼻に 3回ずつ水を吸い吐き出す、
6) 顔を髪の生え際からあごの先まで、横は耳から耳まで 3回洗う、7) 右手を
肘まで 3回洗う、8) 左手も同様、9) 濡れ手で 1回頭を前からうなじまで撫で、
始めのところに戻る、10) 手に残った水で耳の表と裏を擦る、11) 右足をくる
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ぶしまで洗う、12) 左足も同様、13) 最後にウドゥーの祈りをする。詳しくは
大塚ほか (2002: 199) を参照。
31) イスラームの五行における 2番目の義務。一日 5回の義務礼拝(ファジュル、
ズフル、アスル、マグリブ、イシャー)がある。礼拝の基本動作は、1) 意志表
明: 礼拝前にウドゥー(浄め)を行い、直立してマッカの方向(キブラ)を向き、  礼
拝の意志表明を行う、2) タクビール: 両手を開いて耳の高さに上げて ‘アッラー
フ・アクバル(アッラーは偉大なり)’ と唱える、3) 直立礼: 両手を体の前で組
み、クルアーンの開扉章および任意の 3節以上の節を唱える、4) 屈折礼: タク
ビールを行った後、両手を膝頭につけて腰を曲げ、‘至高なるわが主に栄光あ
れ’ と 3回唱える、5) 直立礼: ‘アッラーは彼を称讃する者の声を聞き給う’
‘われらの主よ、あなたに称讃あれ’ と唱えながら、直立する、6) 平伏礼: タ
クビールを行った後、頭を床につけ平伏し、‘至高なるわが主に栄光あれ’ と 3
回唱える、7) 座礼: タクビールを行った後、正座をして ‘主よ、私をお許しく
ださい’ 等と唱える、8) 平伏礼: タクビールを行った後、頭を床につけ平伏し、











で、小説や宗教書など 100点以上を著した(大塚ほか 2002: 780)。
33) FAHIMA ウェブサイト (http://www.fahima.org/)。2007年 2月 9日採取。
34) 同上。2006年 2月 4日採取。
35) Fajar Hidayah 各種パンフレット。2006年 8月 25日に FH 財団から入手。
SDIT Fajar Hidayah ウェブサイト (http://www.fajarhidayah.or.id/)。2006年 4
月 26日採取。
36) 同上。
37) 同上。1円 = 75ルピアで換算。
38) FH 財団設立者ミルダス氏 (H. Mirdas Eka Yora, Lc.)、ドラガ氏 (Hj. Draga
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